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少軸 のエキサイティングな好レース

レースコミッティー 陶   間 下 和 美
10月 18日の天気千報の風手報では午前中31■■、年後6mと い

う了想にもかかわら'・10日寺■のスタート時に1「k8nぐ らいの風

が吹き 前回の全艇DNFの ストレスを吹き飛ばしてくれるよう

な、エキナイティングなスタートになりました。

市場睦数は一桁代という績しし艇教でしたが、良いFsRに恵まれ

て3レースできました 3レース日のフィニッシュが2日寺前だつ

た為もうひとレースと言う話もでましたが、本部船にウインチが

飛んできそうなの玉 3レースで終了しましテL

閑実や風にも恵まれ、家やかな秋晴れの下、レースを楽しんで

いただ|すて幸いでし亀

IRC優 勝

Mowe山 本 晶三
今回のレース1素 にとって人とで 3度 日のレースで ま だま

周■1)分からず右も左もわからないままレースを終えてしまっ

たという感じでした ただ、今回のレース中 「察迫したレース

だったJと クルーの方力lrpってぃて、なんとなくではあります

が私ヽそのように感じることができたように思| まヽiピ リピ

リとした雰囲気の中、少しのミスカ抑図立に大きく影響するのた

ということ感じ取れましたt今 回も私はほとんど何もできませ

んでしたが、 レースコ券つことができたことは良しヽ鞭 となり

ましF

菊花レースの各艇の迫力の走りをご覧ください。
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空飛ぶ勢いのlRC優 勝艇めMowe

強風 う ねりの中、大迫力のレースカ環 開された

レースコミッテ ィ
ー  ヤ ジロベイ 中 町止彦

シーズン輸 レヽースにふさわしい配 渡に意まれた(,)1日てし

た。

タンバト(ジョイライト)と本部艇 (ヤジヨヽ つの目の合つた'クット

感あふれるレース近吉が出来たと思います!

参加、法輸F確と外来2延、全9艇で定刻どおり 3人で手薄の本

部煙を見ての考店力ヽオール7ェアのありがたいスタートで 290度

方向上マークロ指して〈iOt

渡に叩かれるれ面でフリートを,張るのはEhtI、続いて

bα ttchem、M● ll PとIrtC艇 !ォ
ー
プ ンで は 、ImcToN rFllLE

アプローズ、の駆,きと クヽラスアッパーAでのTotol●l■rで 紳製

2レースを171Dこの-4 Jl)市めと成りました アアターバーナィでは

クルーと)中こ海上です,ファイトを冷えたビールで冷者十/71く(び ぐ

びゴックン=アッと吉う‖‖とlタンク奎、これもすべて参加付姓クラブ

働孫の方々の方'Hすと,ぷ謝し〔おります!

12月|ま忘年会で「てのrを楽しみましiう.有難う御“い上した.

IRC倒 勝

Mowoク ルー 笠岡 一行
レース当日は大lFtt)よく、硲の上で酔っげらつてぶつ飛

んでいる娘を横Hに  レ ース中にハ,ヤー ドの外度か縮 と、
「上げろ !Jの 指示にスベクトラをうまく引くことができす、
「何しとんじゃ一 !アホ !Jと 一喝されたり 結 力ヽ いヽ感じ

でブローチングしたりと と てや)よい軍藤 の中でレースを

楽 し む こ と が で き ま し た  M O W E の ク ル
ー

の

一

人 と し て 打

葉レースに参加でき さ らに1位になれたことを、レース後
のビール同様に■せに感じていま,1

いい感じ(?)でブローチン  優 勝した
グするMowo

|オープンクラス ロ勝

11月 15日           ァ カーズ ウ,卜 純
アプローズの今年初参戦は、最終戦の紅葉レースとなつた。1年

りのレースでしかも20Kt近い抑記、出艇後早々と全身にスプレーを

浴び、今日はヘビーな一日になると一同予感。
‐ しかし、始まつてしまえばそこはE議スキッパー鶏 るヽアプライ年

1達、すぐモードに入り普段陸でも見せないような機勲な動き(実)をう

|せるのであつた。
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は最達 10Ktの会心のスピン

ラン、一同そのスビード感に

大しVこ満足したのであつた。

やはり強風のレースは楽しい。

この日―魯のハードワーカ
ー、バウマンのT井氏にこの

購 患6。
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次項にも写真があります
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成績表
菊花レース

紅葉レース

クラス 艇 名 艇 種 縮

IRC MOM。 Y-30SN 1

IRC EMI Mumu36 2

IRC star of bdh ehem SEAI章 R34A 3

OA アプローズ DEH34 1

OA た面そI X-99 2

OA nハ“DTON U921 3

OA Totoゅ Y-23] 4

OA HeatWave Fa虎 5PL 5

OA トライボンド Y30S2 6

対外レース結果sHIMA SEIKI CUP
問下和美@響

卿 ががんばりましたので ど 報告しまi

クラス11位 海燕

2位  ツ ートン

3位  ス ターダスト

クラス2 1位 響

3位  グ ラシャス

という結果でi

国瞬WHFに よる

船舶共通通信システムがスタート
「‖由 誌の記事や広告

などでご行知の方もある

と思いますが、平成5年

に創設されたマリンVH

Fは本年 10月 2日から

スタートした 「均前白共通

通信システムJに 取って

代わることになりました。
こオ叫こより熱 、自飢 漁船、プレジャ

ーボート相互間の

通信が可能となり、衝突予防など海の安合性が向上する

ものと期待されま丸

今回の改正に合わせて発売される機器は、今の所アイ
コムとスタンダード2社製だけで曳

価格はいずitもオープン価格となっていますが,米国での

販売価格に近レ埴段で販売されており、ハンディー機 (5

W)3海 特、定期検査なし)2万 円前後、据置型 (25

M 2海 特以上 5年毎定期約  3万 円前後です (筆者

↓シ ンヽディー機2万 円で購入済).ア イヨム機は 「コーデ

ンJで 、スタンダート】幾はヤマハ販売店で購入できま抗
マリンVHFの 開局をキ騰続している方は、そのまま日

際VHFと して使用できま丸 開局を更新していなヤヽ方、

電波料を払わず放置している方などは 「失功Jと なって

いると思われま申、 その場合は以前開局していた機器で

新規の開局中請ができます (申請料7)200円 印■rl。輸

入品など総務省の技術基準適合証を取つていない機種て

の申請は、複雑な書類、検査、時間が必要で、索人には

かなり難しい事になりま丸

電波法違反に対する罰只」は、以前からかなり厳しく、

無免許で開局,運用した場合は懲役 1年以下)100万 円

以下の罰全 無資格で運用した場合は30万 円以下の罰

金となっておりまづ、受信だけに使うといっても、それ

に由青機能が付いておれば違法になりますし、フネに持

ち込めば開局しているとみなされま曳
この改正で海岸局 (淡輪では「おおさかわんせんた一」)
の 「■ である必要がなくなりましたが、マリーナ協会

はこの海岸局は継続するとの意向でiこ の改正にはJ
SAFも 案の検討段階から力]わり、実現に

一定の役割を

果たしておりまi今 後、例えばハーバーの出入り報告
がVHFで できるとか、レースでの更なる活用とかの利

便性向上を検討し、開局してメリットがあつたと言うよ

うにしなければ、普及のテンポは速まらないわではない

でしょう力、

[開局申請用rrB

総務省ホームページの特定無線局の項目からダウン
ロード

6ぃ、甲ittle sぃlm u tt lp)

大阪電気通信振興協会

電話 06-6942-0598

なお、新規購入の場合、申請用紙など二式同梱されて

V まヽ丸

(ドミンゴIll 吉田恒男)

クラス 艇 名 艇 縮

IRC MOWE Y-30SN 1

IRC EMI Mumu36 2

IRC STARof beth ehem SEA S■ R34A 3

OA TWOTON U921 1

OA YA」lROBAY FS-32 2

OA TOTORO Y-23E 3
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